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マイクロ接合用語 
Micro joining Terms 

1. 適用範囲 この規格は，マイクロ接合関係で，術語として用いる主な用語と，その定義について規定

する。 

備考 この規格の引用規格を，次に示す。 
 JIS Z 3001 溶接用語 

 JIS Z 5610 集積回路用語 

 JIS C 5603 プリント回路板用語 

2. 分類 用語は，次のとおり分類する。 

(1) 一般 

(2) 接合方法 

(3) 接合材料 

(4) 接合機器 

(5) 接合現象 

(6) 施工 

(7) 接合不良 

(8) 評価・試験 

3. 番号，用語及び定義 番号，用語及び定義は，次のとおりとする。 

なお，対応英語は参考として示す。 
 

(1) 一般 
番号 用  語 定      義 対 応 英 語（参考） 
101 マイクロ接合 接合対象か微小・微細であるため，溶解量，拡散厚さ，

変形量，表面張力などの接合性，接合品質に及ぼす影

響が大きく，特に寸法効果を考慮する必要のある部位

に適用される接合方法の総称。備考 JIS Z 3001 参照 

micro joining 

102 実装（アセンブリ） 電子部品等をプリント配線板上に配置，固定，接続す

ること。 
assembly 

103 ソルダビリティ 
（はんだ付性） 

はんだ付の作業性及びはんだ付部の健全性を判定する

尺度。 
solderability 

104 ぬれ 固体面に液体が広がる現象。ぬれかよい場合は両者の

間の接触角が小さく，固体面に液体が広かる。 
備考 JIS Z 3001 参照 

wetting 




